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南極大陸

～ゴン

の歴史を探る⑤

ドワナ大陸～

大陸の漂移は究極的には地質学と古生物学

的記録によって証明されるにちがいない

(ウォノレタｰフッカｰ)

I地質学は発･見にはじまる

一八チュウ類化石の発見一

1967年12月28目氷河上のキャンプでクリスマスを祝

った二人の若いアメリカの地質学者がベアドモア氷河

とシャックルトン氷河の源流との間にあるグラファイト

ピｰクのふもとを調査していた.南極点から500㎞し

か離れていないので気温は連日一30℃になっていた

(第1図).ビｰコン累層灘の下部のほうにあたる古代

の河床のあとを一歩一歩登っていた.その一人ヒｰタ

木崎甲子郎

一バレットはふと足をとめた.異常に黒い礫があ

る.まわりはみた白い砂岩たのにほんの数センチだ

カミその部分だけが黒っぽい.ピｰタｰは仲間のデイ

ビッドジョンソンを呼んだ.いったいたんだろう.

たにか複雑な形で小さな穴がたくさんあった､デイブ

はひと眼見ていった.｢なんでもたいさただの黒い

石だよ｣笑ってピｰタｰの背中を叩き歩いていった.

翌日二人はまだその付近を調査し収獲はカタツム

リの化石だけだった.テントに帰るにはまだ1時間ぐ

らいはやい.そこでやはり気にたっていたあの黒い

石の場所に行き写真をとり石を掘りだすことにした.

これが世紀の大発見であるとは思いもせずに･それか

ら2日後別れてベアドモア氷河上流を調査していたエ

リオット博士とラノレフベ
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イリｰに会ってその黒い

石を見せたのである.骨

ではないかというかすか

な期待をもって.ラノレフ

は脊椎動物の化石を研究

したことがあった.包み

紙のトイレットペｰパｰを

ほぐしていくにつれて二

人は興奮を押えきれたくた

った.たしかに骨だ!

レかも脊椎動物の顎の母

らしい.南極大陸で四脚

類(四つ足の脊椎動物)の

化石カミ最初に発見された記一

念すべき瞬間であった.

その夜ラノレフは接着剤

のかわりにパンケｰキミッ

クスを溶かして10個がそ

こらの破片をつ次きあわ世

るのに朝までかかってしま

った.

帰国した調査隊はその

骨を化石脊椎動物学の権威

E･H･コノレバｰト博士に

鑑定を依頼した.そして

第1図南極横断山脈�
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物カミいた確かた証拠カミ見っかったというだけではたく

これからさらに発見されるだろうという期待を抱かせ

たからである､

(し山一,£...

第2図ラビリンスドント(迷歯竜)〔コルバｰト1965より〕

わかったことはその骨は三畳紀(2億年前)に栄えた

両生類のラビリンスドント(迷歯竜)であるということ

だった.このラビリンスドントの化石はこれまで南

アフリカやオｰストラリアで発見されていたカミ南極大

陸ではもちろんはじめてである.ラビリンスドントは

5Inもあるワニのように大き放ちのからイモリぐらい

の小さたものまであるカミ発見されたものはその樹か

ら推定すると1㎜ぐらいのものだろうとされている

(第2図).この淡水性の両生類の発見は南極大陸が

アフリカやオｰストラリアと陸続きであったという重要

た証人にたるわけである.その意味でコノレバｰト博

士カミ｢今世紀におけるもっとも重要な化石の発見のひと

つである｣といったほど画期的なものであった.

ピｰタｰバレットが帰国の途中マクマｰド基地

からニュｰジｰランドのクライストチャｰチ空港に着い

たとき講もカミするように入国申請をした.その申請

書にラビリンスドントの骨の籍を“骨"と書いたので

話がこじれた.税関吏はその箱に｢肉製品｣というス

テッカｰをバンとはりつけて宣言したのである.｢こ

れは生物の遺骸だから隔離して検疫をうけたけれぱ肢ら

ない｣.ピｰタｰはあわてた.そん

なことをされたらアメリカに着くのは何

時にたるかわからたい.彼は｢これ

は化石だから生物的た物質はもう二億年

も前に全部消滅してしまった｣ことを

必死に主張した.税関吏は多少軟化し

たようだったがそれでもこの有能たニ

ュｰジｰランドのお役人はこの箱はア

メリカヘ向けて出発するまで税関で保管

することに決定してし事ったのである.

さっそくエリオットを隊長としコルバｰト博士を

はじめ4名の化石脊権動物学者を中心とした20名の探検

隊が組織されベアドモア氷河地域に出発した･1969

年から1970年にかけての南極の夏のことである｡1969

年11月22目泰のブリザｰドのたかでキャンプを設置し

た隊員たちは翌日は嵐もおさまってそれぞれのキャン

プや荷物の整理に忙しかった.隊長のエリオットは二

人の隊員をつれて5㎞ばかりのところにあるキャンプ

からはいち律ん近いコｰルサックブラフの露岩を見に

出かけたのである.化石の発見というのはいかに偶

然と幸運なチャンスによることが多いかをこの出来事

がみごとに見せてくれる.エリオットがコｰルサック

ブラフをキャンプ地に選んだのは補給の飛行機が着陸

しやすいという理由だけにすぎない.またその目そ

の露岩にでかけたのはただキャンプに近く同行の古

生物学者にその崖の一部が三畳紀のフレモウ層灘であ

ることを見せるためのちょっとした遠足のつもりだっ

たのである.しかしコルバｰト博士のようだ老大家

がはるぱる氷の大陸に乗りこみエリオットカミその崖を

見ようと思わなければ幸運の女神が微笑んだかどうか

わからたい.幸運の女神はつねにそうした探検精神の

うえに漂っているのである.

リストロサウルスの発見:ラビ

リンスドントの骨の発見は科学界の注目

を浴びた.それは南極に陸生の脊椎動

産をノ･ンマｰで叩いているうちに2個の小さな母ら

しい破片を見づけた.驚喜したエリオットはいそいで

キャンプに帰りコノレバｰト博士に見せたところ骨に

ちがいないという.

午後大挙して出かけた隊員の古生物学者や地質学者た

ビｰユン砂岩(含礎石英砂岩)南極横断山脈産(国立科学博物館提供朝目新聞社版権)�
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第3図リストロサウルス(コルバｰト1965より)

とくにハチュウ類のリストロサウルスは南アフリカ

の下部三畳紀の地層(ボｰフォｰト層灘)に大量に発見

されリストロサウノレス帯と命名されているほどその

地層の代表的な化石である.またインドにも発見さ

れている･だから南極横断山脈のフレモウ層群から

リストロサウルスカミ発見されたことは重要な意味をも

ってくる.

ちはそこで化石骨を発見しただけでたくその崖でその

後2か月にわたって大量の骨を採集したのである.

地層には斜層理があり川の跡が見られその砂のた

かに骨が点々と埋っていた.これはどこか別の場所

で死んだ動物が川に流されもまれて骨がバラバラにたっ

て埋もれていたことを意味する.だから大量の骨が

得られたもののひとつとして一体にまとまったものは

なかった.ではどこから流れてきたのだろうか.

地層に刻まれた二億年前の川の流れの方向をたどると

当時の高地は南東にあったことにたる.そこにはち

ゃんと一体にたった脊椎動物の完全た骨格カミあるにちカミ

いない.そことはどこか.アクセルノ･イベルグ氷

河の源頼ニノレセン高地であると予想される.

リストロサウルスとは:リストロサウルスはいさ

さか漫画的なずうたいをしている(第3図).犬ほどの

大きさだが短い四肢で重い体重を支え頭骨は甥のよ

うにカｰブし一対の牙のほかは歯はほとんど隠れて

し事っている｡陸に住んでいたにはちがいないが鼻

の穴カミ顔の高いところにあるところをみると水中も行

動ができるようだ.だカミ解剖学的にも化石のでる

堆積岩から推定される環境からみてもこの動物は海洋

を泳いで渡るようだ芸当はできたい.いっしょに産出

するハチュウ類はすべて乾燥した陸地に住んでいたもの

である.だからリストロサウノレスやラビリンスドン

トの生きていたのは乾いた陸地とシダ類の植物と川や湖

の世界にちかい汰い.

さてこの探検隊カミ真に幸運だったのは二か月にわ

たる調査が終わったときベアドモア氷河域で大量の

化石が採集できたのはこのコｰルサックブラフだけ

だったことカミわかったからである.450個の化石骨の

標本のほとんどすべてはコｰルサックブラフからとれ

たものだった.

採集された骨の化石はすべて南半球に特有たものばか

りである.両生類のラビリンスドント哺乳類によく

似たノ･チュウ類のテラプシドダイノザウルスやワニな

どの先祖にたるテコドントなどである.

四脚類の分布とゴンドワナ大陸(第4図):三

畳紀の初めに生きていたリストロサウルスだとの陸生の

四脚類か南アメリカ南アフリカインドオｰストラ

リアに分布しているという事実はたにを意味するのだろ

うか｡むかしの生物地理学ではこういう生物分布を

説明するために大陸の間に陸橋が存在したと考えたも

のである.しかし南極大陸と南アフリカやオｰスト

ラリアとの間に陸地カミあったと考乏るのは地質学的に

いって無理た話である.またスコチア弧を通って南

アメリカから南極半島を経て移住してきたと考乏ること

リストロサウルスの右上顎骨(南極横断山脈産)(国立科学博物館提供

朝目新聞社版権)

リストロサウルスの腸骨(南極横断山脈産)(国立科学博物館提供朝目新聞社版権)�
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第4図

下部三畳紀の四脚類の発

見地とゴンドワナ大陸

第5図

ゴンドワナ植物群の分

布(アガｰユ963)

もできる.しかしアンデスｰ南極半島のつながりは

中生代以降のアンデス造山帯の活動によってできたもの

であり三畳紀には南アメリカと南極が現在のよう汰

形でつだカミってはいなかったのである.こう考えてく

るとノ･チュウ類か移住してくる道(陸橋)はなかったこ

とになる.

いちばん致命的なことは気候帯という概念に矛盾す

ることである.地球上では赤道のまわりは熱帯極地

方は寒帯その間に温帯という気候帯カミとりまいている.

南半球の四脚類の生きていた環境は比較的乾燥した熱帯

から亜熱帯の気候である.それが北はインドから南は

南極まで同じ環境だったとすると地球上すべて熱帯か

ら亜熱帯の気候になってしまう.これはあり乏ないこ

とである.この考えはあとでのべる古生代末のグロソ

プテリス植物灘や氷河遺跡の分布についてもあてはまる.

したがって南アメリカアフリカオｰストラリア

やインドと南極大陸をよせ集めたゴンドワナ大陸の存在

を認めたいわけにはいかたいのである.リストロサウ

ルスのまったく同じ種カミ南アフリカと南極大陸に住んで

いたことを陸地の連続性なしに説明することはできな

い.かれらの生きていた三畳紀初めの気候が熱帯から

亜熱帯の気候であったということは南極大陸がいまよ

り低緯度にあったことを意味する.つまり前号での

べた氷河のたい中生代はリストロサウノレス動物灘の出

現によって幕カミ切られたのである.

汐

さらに発見はっづく:1970年暮ふたたび南極横

断山脈の調査にやってきたエリオットはシャックノレト

ン氷河の支流マグレガｰ氷河(コｰルサックブラフ

から南東250k皿ぐらいのところ)でシノドントを発見

したと報告している.シノドントはハチュウ類だカミ原

始的た哺乳動物によく似ていてウサギからオオカミぐ

らいの大きさの犬のようだ牙をもった食肉動物である.

そのほかリストロサウノレスの頭骨1ダｰスや各種の

ノ･チュウ類の骨を多数採集したという｡南極大陸のこ

の地域はノ･チュウ類化石の宝庫に改りそうないきおい

である.

皿ゴンドワナ大陸

一グロソプテリス植物灘一

ゴンドワナという名前はインドのゴンドワナ系ある

いはその代表的植物群であるゴンドワナ植物群からはじ

まったものである.ゴンドワナ植物灘というのはグ

ロソプテリスを代表とする石炭紀から二畳紀にかけて

インド商アメリカ南アフリカオｰストラリアや南

極大陸に繁茂した植物灘である.その化石植物灘の分

布は極寒の南極大陸から赤道直下のインド半島にまでひ

ろがっている(第5図).しかもおもな種はどの大陸

にも共通していて孤立して別々の大陸で生活していた

とはとても考えられたい.サｰ二(1939)は｢二畳

石炭紀の間南半球に単一の連続した生活地域があった

という考えは広く分布しているグロソプテリス植物群

が非常に均質な性格をしめすという事実にもとずいてい

る.このことは植物カミ自由に移動できる条件がなけれ

ばありえたいのである｣とのべている､

グロソプテリスカミ発見されて以来長い間シダ類だとさ

れてきたのでその分布カミ大洋を隔てていても胞子が

空中を飛んで大洋を越えることができるのだと説明され

たこともあった.しかし1952年南アフリカのエトナ

プラムステット女史によって種子カミできていることが

証明され以来グロソプテリスは裸子植物とたった(第

6図).だから風で運ばれることはありえたい.

では海流によって流れつくというのはどうか.黒

潮に乗って熱帯植物が九州南部に流れついたようなこと

は考えられたいだろうか･残念賊ミら裸子植物の種子

は塩分の強い海水に浮んでいることはできないのである.�
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b琶葉から種子をもった茎カでている

プラムステッドがこの構造を発見し

グロソプテりスは禰子植物となった

鱗蘇霧

1C雄の胞子棄の断面図

胞子嚢一.がたれ下っている

第6図グロ

陸橋についてはま免にものべたがここで自由に移

動できる陸橋カミ存在していたと仮定しよう.共通の種

があるインドと南極との間は直線でほぼ8,000k血であ

る.中央アメリカで氷河後退にともたう植物の移動遠

度は年平均20～80mであった.そこでもっともはや

い速度の80m/年をとって計算してもインドから南極

まで10万年かかることにたる.10万年の間に同じ種か

変化せずに移動することはできるはずもない.

｣スの想像図高さ10mの大末

寺徴1ショップ1179)

ソプテリス

以上のような事実からみると南半球にあるこれらの

大陸の間に現在のような大洋カミ存在していたとは考えら

れたい.ゴンドワナ植物灘は古生代の末にひとつの生

活区(あるいは気候帯)を作っていたのである.これ

がゴンドワナ大陸である.

ゴンドワナ植物群の環境:グロソフ｡

テリスは10mにもおよぶ大木であり生産

力も旺盛で適応性に富んでいたらしい.二

畳紀のはじめ頃はいろんた植物の組み合った

混合林であったのカミニ畳紀の終わりにはほ

とんど99パｰセントかグロソプテリスで占め

られるようにたった.その幹には年輪カミあ

り夏冬の季節変化があった.また年輪に

見られるカｰブほまわりに同蔭をつくるもの

があったと考えられる.つまりかたり密

度の高い森林であったらしい.さらに葉

や小枝がかたまって堆積しているところをみ

ると落葉性のものである.この化石には硫

化鉄鉱を多量に含んでいることが多い.こ

れは鋳水のたいよどんだ湿地帯か出口のな

い池や湖の岸辺に生えていたことを意味する.

東南極でインド洋に面したちょうど南極横断山脈の反

対側にエメリｰ棚氷がある.その源頭のプリンスチ

ャｰルズ山脈の北側にビｰコン累層灘に対比されてい

るエメリｰ層灘がある.ここからもグロソプテリスカミ

大量に採集された.

グロソプテリスはそのたかの爽炭層からでたもので

幹や根がそのまま石化して立派に保存されていた.そ

の幹の断面を調べてみると幹の導管は夏冬で欠きたち

がいはたいことがわかった.秋冬の導管は奉にくらべ

て半分くらいの太さだカミ夏の平均にくらべてそれほど

小さくはない･そのうえ年輪の密度が高い.径9Cm

の幹にたるのに40年かかっていることがわかった.成

長の速度カミ遅いのである.冬はやや成長速度が落ち

泰にはすこし速くだるカミ年間を通しではっきりした休

止期はない.つまりグロソプテリスの繁茂していた

グロソプテリスの葉(南極横断山脈産)(国立科学博物館提供朝目新聞社版権)

重機

ベルデプラリア=グロソプテリスの地下茎(南極横断山脈産)

(国立科学博物館提供朝目新聞社版権)�
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このあたりは季節変化はあるにしてもあまり強くたい

一年をつうじて冷涼な気候であったということにたる.

ゴンドワナ植物灘を含んだ地層のすぐ下部にあるいは

これを水平に追跡していくと二畳石炭紀の氷河堆積物

の漂礫岩がいつも現われる.こうしてグロソプテリ

スだとの森林は氷床の周辺や氷床が後退したあとの湿

地帯や湖沼地帯に繁茂していたものであることがわか

る.

その景観は現在の森と湖の国フィンランドやカナダ

北極地方のそれに似ていたであろう.これらの地方は

第四紀の頃スカンジナビア氷床やロｰレンシア氷床の

下にありその氷床カミ後退して1万年ばかりたったとこ

ろである.

1907～09年のシャックノレトン探検隊かマクマｰド入江

の奥で石炭を発見して以来南極には石炭があるという

請は機会があるたびにでるがそれがどんた石炭かと

いうことにたると誰も知らたかった.

最近プリンスチャｰノレス山脈のエメリｰ層群の石炭

についてオｰストラリア隊から報告された.それによ

るとその石炭は高揮発性のレキ青炭で炭素80～86パ

ｰセント高膨張度硫黄分は低く1パｰセント以下

灰分25パｰセント11,ooo～14,oooカロリｰ(Btu/1b)

である.これは良質の石炭である.オｰストラリア

ニュｰサウスウェｰルズ州の二畳紀の石炭によく似てい

て工業用炭として最適なのだが.さて!

きずな

皿造山帯はゴンドワナ夫睦をつなぐ絆

サムフラウ地向斜帯の復活:南アフリカの偉大な地

質学者アレキサンダｰデュトアは1937年に｢わがさ

まよえる大陸｣というロマンチックた題の本を公刊し

た.当時の資料を駆使してゴンドワナ大陸の存在と大

陸漂秒間題を詳細に論じている.そのたかで南極に

ついて｢南極大陸の役割は重要である.図に見られる

ように(第7図)東南極の楯状地はゴ1/ドワナ大陸の

鍵にたっている.その形態はおどろくほどオｰストラ

リアに似ていてしかも両者の形態の対赤はゴンドワ

ナ大陸の“パズル合わせ"をみごとに一致させるほど

のものである｣とのべている.

南極大陸の地質がほとんど空白だった当時外形のパ

ズノレ合わせとはいいながらこれほどの組合わせを予見

していたのである.

第7図に書かれているサムフラウ地向斜は古生代の地

向斜で中生代はじめに摺向上昇した福山帯である.デ

ュトアはケｰプ帯を中心に考えていた.しかし南極

イ㍗手

イム7響欄｡了

二｡_ヘ

ジｰ一弓ハマ.

第7図

二畳石炭紀の

地向斜(デュ

トア1937)

にもオｰストラリアにも中生代初期に橘曲したものは

たいとしてこの地向斜帯は否定されていた.

ところカ茎最近エルスワｰス山脈に中生代初めの榴曲

運動カミ発見されサムフラウ地向斜帯はふたたびエルス

ワｰス山脈一ケｰプ帯一シエラ帯(アルゼンチン)の一

連の造山帯として復活したのである(第8図).

オｰストラリアと南極大陸(第9図):南オｰス

トラリアにアデレイド造山帯と呼ばれている原生代か

ら古生代初期にかけての堆積物カミ榴曲し変成した古生代

初期の造山帯がある.これは南極横断山脈の基盤にた

っているロス造山帯に一致する.

オｰストラリアの東側に沿って南北に分布する古生代

末期のタスマン造山帯は南極ビクトリアランドの北部に

すこしひっかかっている.南オｰストラリアのエイア

ｰ半島と向かい側の南極のコモンウェノレス湾とは変成

岩の構造方向が似ているが年代はそれぞれ18億年(片

麻岩)と15億年(花嵐岩)でややずれがある.

酉オｰストラリアのアノレバニｰ地方では11億年前のプ

レカンブリアの変成岩があり向かい側のウィノレクスラ

ントでも10～11億年の変成岩が同じ構造方向に並んで

いる.しかしアノレバニｰ地方にある原生代の堆積岩

層はウィルクスランドには見あたらない.

このように詳しくチェックしていくと多少のちがい

はあるカミ音んだいとしてオｰストラリアと東南極はう

まく一致すると考えてよい.

さて古生代末の氷河作用はどうであろうか.当時

の氷河の流動方向を擦痕や礫の並びぐあいから調べると

第9図の矢印のようにたっている.オｰストラリアで

は南から北ヘタスマニアでは東へ南極横断山脈では

南方に流れている.したがって破線の部分が氷床の

中心でそこから四方に流れたと考えればすっきりする.

オｰストラリアと南極大陸はすくなくとも古生代末まで

は連続していたらしい.

アフリカと南極大陸(第10図):ではアフリカと

はどうか.デュトアはアフリカの二畳石炭紀の氷床�



アフリカ

インド

南アメリカSP南極.

ト

騒古期占生代の造山帯

巫新期占生代の造山荷

重古期中生代の造山帯

第8図石炭紀はじめのゴンドワナ大陸と造山帯(SPは南極)

の流動方向を調べ氷の流れはインド洋からアフリカ大

陸に向かっていると指摘した.もちろん氷床カミ大洋

に形成されることはたいからそこに大陸がたけれぱた

らない.そこで第10図のように南極を近づけるとウ

ェッデノレ海を中心とする氷床が考えられる.これがど

うもほんとらしいと思われるのはほかの理由がある.

アフリカや南極のこの地域(ペンサコラ山脈エノレスワ

ｰス山脈)やブエノスアイレス地域の漂礫岩カミかたり深

い海に堆積したものだという共通の特徴をもっているの

である.

このアフリカと南極の接合の正しさを裏づける新しい

資料が最近報告された.それはウェッデル海の東側

でシュルトッペン山脈のジュノレピｰタの黒雲母花庸岩

の年代が30億年(Rb-Sr法)とでたのである.この値

は南極大陸でいままで測定されたいちばん古い年代であ

るという意味をもっているがそれはそれとしてこの

年代はちょうど真向かいのスワジランド楯状地の花筒

アフリカ彩㌃

淡ぷ大陸
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第10図南極大陸とアフリカとの地質学的な連続性
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第9図東南極大陸とオｰストラリアとの地質学的な連続性

岩の年代にみごとに一致する(第10図).しかもジュ

ノレピｰタの東側はずっと4～6億年代の変成岩や花鹿

岩類でこれもアフリカのモザンビｰク帯(4,4～8億年)

に対応;している.

アフリカと南極との接合はこうして確からしさを増し

てきた.

IV化石磁石の物語る毛の

天然の岩石は永久磁石である:自然の岩石はたいて

い磁鉄鉱のようだ帯磁性の鉱物を含んでいるので強い

弱いはあってもかたらず磁性カミある.そしてたと

えば溶岩が冷えて固まるとき地球の磁場の方向に帯磁

して固結する.そのご時代カミ通ぎ極が移動したり

大陸が移動したとしてもその岩石の磁場の方向から

固結当時の極の位置を決めることカミできる･

この古地磁気学が第二次大戦後急速に発展して地質

時代の極の位置を追跡した結果それまでほとんどかえ

りみられたかった大陸漂移説を復活させることにたった

由来は竹内均や上田誠也の著書にくわしい.だから

ここでは古生代の岩石磁気の方位から南極の位置を求め

ていったところやはりゴンドワナ大陸は存在していた

と､いう結論にたどりついた過程をのべていくことにする.

ここでアフリカと南アメリカを古地磁気学的にくら

べるとしよう.その場合同じ地質時代の岩石を選ん

で磁場の方位を決めたところでその当時の二つの大陸

の経度のちがいを決定することはできたい.たにしろ

磁石は南と北としか指さたいから磁針の伏角できまる

緯度に沿って地球をひとまわりしても磁石の方位は変わ

らないわけだ.｣そこでそれぞれの大陸を固定した状�
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態で古い岩石から順に極の位置を

求めその軌跡を作る.そして

その軌跡を比較すればよい.もし

二つの大陸カミ相対的に動いていたい

たらばその二つの軌跡は同一であ

るはずだ.軌跡がはたれていたら

それを一致させたとき当時の大陸

の相対位置がきまる.いかにもす

っきりした論理である.では実

際にどうたるかくらべてみよう.

南アメリカとアフリカ:ま

ず南アメリカの岩石から求めた南

極の移動は第11図のようにたる.

カンブリア紀には南極は北半球にあ

り石炭紀(4と5)の間に早いス

ピｰドで南に移動している.そし

てジュラ紀(7と8)にはほと

んど現在と同じ位置にありそれ以

来極は動いていない.つまり南

アメリカはジュラ紀以来ほとんど動

いていたいということにたる.

�

�

�

�
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第11図1南アメリカに対する南極の相対的

な移動(クリｰア1965)･

1.カンブリア紀

2.シルリプ糸己

3.デボン紀

4.5上部石炭紀

6.二畳紀

7.ジュラ紀

8.上部ジュラ紀

ではアフリカはどうか.シル

リア紀に北半球にあった極はアフ

リカ大陸を縦断し中生代の三畳紀にはもう南極の付近

にある(第12図).

この南アメリカとアフリカの極移動の軌跡を重ねたの

が第13図である.ゴンドワナ大陸を復元するため上

部石炭紀の極を南極付近にたるように重ねたものである･

極移動の軌跡は古生代シノレリア紀から二畳紀まではま

ずピタリと一致する.ところが中生代になると軌跡は

別れてしまう.したカミって古生代末(二畳紀)ぐらい

までは両大陸は図のような関係位置にあったことがわ

かる.中生代にたって漂移しはじめたのである.こ

こで問題カミでてきた.四脚類の分布から考えると三畳

紀のなかごろまではゴンドワナ大陸があまりひどく分

離しているはずはないのである､三畳紀からジュラ紀

にかけての古地磁気の資料がもっと欲しいところである.

オｰストラリアとゴンドワナ大陸:オｰスト

ラリアから求めた極移動の軌跡は第14図のようたもので

ある.すこしごたごたしているがオｰストラリアから

見た極移動は複雑である.デボン紀のころオｰスト

ラリアは赤道地方にあったものが石炭紀から二畳紀に

かけて南極付近にあり中生代から現在にかけて極か

第12図アフりカに対する南極の相対的な

移動(クリｰア1965)

1.㌣～レリア紀

2.上部石炭紀

3.下部二畳紀

4.5三畳紀

6.ジュラ紀

7.白亜紀

8.第三紀中新世

9.籍西紀

第13図商アメリカとアフリカから求めた南極の

軌跡を重ね合わせたもの(クリｰアユ965)

ら遠ざかってきたことにたる.

これを南アメリカとアフリカの極移動の軌跡に重ねた

のが第15図である.相対的位置はかたりうまくいって

いる.地質学的にも矛盾はたい.ただ南極大陸のは

いるべき部分カミすこしせまい.

しかし問題は軌跡の重ねかたにある･南アメリカ

とアフリカのシノレリア紀の極(1と2)にオｰストラ

リアのカンブリア記を重ねてある｡というのは南アメ.

リガとアフリカの二畳石炭紀(5,6,3)のところで

オｰストラリアの上部石炭紀を一致させたためこのよ

うなずれカミできたのである.しかもオｰストラリア

のこれ以外の二畳石炭紀の極はこの軌跡にのってこた

い.理由はその時代にオｰストラリアカミ漂移しはじめ

たからとも考えられる.だが前章でのべたように

二畳紀には両大陸は離れていたい.では何故こんたに

くいちがうか.やはり年代測定の精度に問題カミありそ

うである.帯磁した年代は火成岩ならば同位体法

(K-ArSr-Rbだと)によってほぼ確実に決定できる.

しかし堆積岩は同位体法で決めることができたいので

どうしても誤差が大きくたるのである.�
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ともあれ岩石の古地磁気学研究によっ

てもゴンドワナ大陸の存在が立証され

その相対的位置もだいたい納得のいくも

のになった.現在進められている南極

大陸やインドからのデｰタカミ集まってく

れぱもっとはっきりしたものにたること

はまちがいない.

(筆者は北海道大挙理学部地質学教室)

梯14凹オｰストラ町7に対する南極の桐村的な秒動(クリｰア1965〕

ユ.下部カンプ■｣ア紀2.中部カンブリア紀3,4.5.シルリア紀

6.7テ〃紀･ヨ.9上納炭紀10｣1二揺1弄u12-lW三鮒.

15.16.17ジュラ紀一8,19山1111紀20.21.22姉三紀23第四紀{?)

伽･図批代の1鞭の幽した航跡を幹て南ア

メI｣カアフ'リガ'一ストラリ･7の桐}ナ

的位置を決めたもの南極大陸はデｰタが

ないので入れない

第8図と比較するとよく合うことがわかる

地学と切手

ヒマラヤの切手

玉.Q.

ネパｰルは世界の屋根ヒマラヤ山脈に抱かれたおとぎの国

である.飛行機でインドからネパｰルに入ると広大なガン

ジスの平原の北端にテライジャングルが眼下にひろがる頃から

雲の上にヒマラヤの雪に包まれた巨峰がはるかに望まれるが

遠くからみるとヒマラヤもやっぱり地球のしわだという印象

をうける.しかし飛行機がネパｰル領に入ると山々の高

さは圧倒的となり飛行機は前山の間をぬって飛び雪の峰々

は飛行機よりも数千m高くそびえている.さらに首都カト

マンズから数日低ヒマラヤ地域を旅して高原状の植生をもつ

3,000～4,000皿に達するとヒマラヤは切り落したように数千

皿も深い谷をへだててさらに4,000皿もの蔦さにそそり立っ

ている.単なる高さへのあこがれ位ではこのどうしようも

たい氷の壁にいどもうとする気持にはなれたいだろう.

ここにあげた2枚の切手は

現在でもネパｰルで用いられて

いる通常切手で5パイサはマチャブチャレ(22,958フィｰト)

40パイサはマナスノレ(26,658フィｰト)でともに中央ネパｰ

ルにある.そのほかに10パイサの主ベレストがある.マチ

ャブチャレは“魚の尾"という意味で後に控えるアンナプル

ナヒマｰルから南につき出した屋根の先端にありヨｰロッパ

アルプスのマッタｰホルンに似た形をしている.このアンナ

プルナ連峰の南麓は低ヒマラヤを構成する結晶片岩類と千枚

岩の複背斜の北翼からなりこれがゆるく南へ押し上げる衝上

断層で切られて片麻岩類が結晶片岩の上にのし上り大ヒマ

ラヤの南斜面を作っている.5,000皿以上の頂上部はこの

片麻岩から次第に結晶片岩へと変成度を下げチベット層群と

よばれるテｰチスヒマラヤの堆積岩類からなり立っている.

アンナプルナヒマｰノレの裏側に入ると中生代のアンモナイト

や始新世の貨幣石がみつかる.

マナスルは日本山岳会の初登頂で私達には親しみ深い山であ

りアンナプルナヒマｰルから東ヘァルシャンディ川をへだて

そびえており南べっき出だ尾根にはP-29ヒマrノレチェ

リなどの巨峰が並んでいる.これらの山々も南斜面は衝上

げで押し上げた片麻岩類からたりマナスルの頂上ではチベッ

ト層群の結晶片岩中に新期の電気石花開岩が迷入している･

ヒマラヤ山脈はひと口にアルプス造山の榴曲山脈といわれ

戦後ハｰゲン(T.HムG酬)博士ら西欧研究者の調査で初期

のアルプス研究のよう底巨大なナッペ構造が提唱されているが

その堆積盆は後期先カンブリア紀の厚い堆積物をもちまたイ

ンド楯状地とチｰチス海の境界地域を占めるため決して単た

るアルプス造山の産物ではないしナッペ構造のいくつかも甚

だ疑問である.このような大造山帯を考える時にはネパｰ

ルヒマラヤ(ヒマラヤ造山帯の南1/3)でさえも幅150k㎜に

達するものであり日本のいわゆる変成帯とは枠がちがうこと

を十分考慮してかかるべきである.�


